
　計画井戸のストレ－ナ部において、「巻き線スクリ－ン」の提案を行う。
　巻き線スクリ－ンは、スリットパイプと比べて、開口率がはるかに大きく、揚水時の井戸損失が少なく、井戸の
目詰まりなどの防止ができて、井戸の長期寿命が期待できる利点がある。
　以下には地下水ハンドブック（Ｐ．９５）より、井戸の揚水効率につい説明する。

　地下水は井戸を通してポンプで揚水されるが、理論通りに揚水できるとは限らない。
　その１つの原因は井戸構造にある。図１には井戸損失の説明を示す。　
　井戸で揚水される地下水は帯水層から放射収束流の形で集水される。その際、

①ストレ－ナ－の開口部の抵抗
②帯水層の流れによる抵抗
③ストレ－ナ－周辺の目詰まり
④その他、ストレ－ナ－の劣化・腐食

が原因となって、井戸の中の水位と外の地下水位の差が井戸損失Δｈとして現れる。

　そのメカニズムは、まずストレ－ナ－の構造は、スリット状、金網状、円孔状のものなどがあるが、開口率
（有孔率）は強度や製作の上からあまり大きくできない（これを克服した製品が巻き線スクリ－ンと言われる）。
　そこで、流水抵抗が増え、揚水量に相当する水量が限られたストレ－ナ－部を通ることになり、　損失となる。
帯水層の流れによる抵抗は、揚水による地下水流が放射収束流であるからストレ－ナ－周辺で大きい流速
となり乱流発生を促す。そのことにより抵抗が増して井戸損失となって現れる。さらに、ストレ－ナ－周辺には
微少な粒子や気泡状のものが集まりやすく、目詰まりを起こし、井戸損失に結びつく。その他、ストレ－ナ－
の劣化・腐食も井戸損失の原因となる。
　井戸損失はある程度、井戸固有の宿命的なところもあるが、無理をして井戸構造・深さ及び帯水層の能力
以上の揚水を得ようとすると、避けることはできない。
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参考図．井戸損失の説明
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